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日本応用数理学会会長 佐古 和恵
第1部

第2部

第3部

講 師： 田島 玲 氏 （Yahoo! JAPAN研究所所長）

日本数学会理事長 小薗 英雄

文部科学省研究振興局基礎研究振興課長 岸本 哲哉

日本経済団体連合会SDGs本部長 長谷川  知子 氏

題 目： Yahoo! JAPANにおけるデータ利活用と数理科学

講 師： 青沼 君明 氏 （株式会社三菱東京UFJ銀行チーフクオンツ, 明治大学教授）

10:00～10:15
開会挨拶

10:15～10:20
来賓挨拶
10:20～11:00 
基調講演

11:00～12:00 
協力企業 ・ 研究所紹介 (1)

13:00～14:00
協力企業 ・ 研究所紹介 (2)
14:15～16:00
若手研究者によるポスター展示
16:00～18:00
個別交流会 （若手研究者が企業ブースを訪問）

12:00～13:00 
リクルートセミナー
（ただし学生のみ参加可、昼食持参可）

表彰： 優れた発表には「ベストポスター発表」を授与し表彰する。

18:30～20:00
表彰式 ・ 情報交換会 （会費制）

協力機関 （五十音順） 

大阪大学数理・データ科学教育研究センター，九州大学マス・フォア・インダストリ研究所，京都大学大学院理学研究科・数理解析研究所，慶應義塾大学大学院理工
学研究科基礎理工学専攻，埼玉大学大学院理工学研究科数理電子情報コース，首都大学東京大学院理学研究科数理科学専攻，情報・システム研究機構統計数理
研究所，筑波大学数理物質系数学域，東京工業大学情報理工学院・数理・計算科学系，東京工業大学理学院，東京大学数物フロンティア・リーディング大学院，東京
大学大学院情報理工学系研究科数理情報学専攻，東京理科大学大学院理学研究科数学専攻，東北大学大学院情報科学研究科，東北大学大学院理学研究科，名
古屋大学大学院多元数理科学研究科，日本大学大学院理工学研究科数学専攻，広島大学大学院理学研究科数理分子生命学専攻・理学融合教育研究センター，
北海道大学大学院理学院数学専攻・電子科学研究所，明治大学先端数理科学インスティテュート，明治大学大学院先端数理科学研究科，理化学研究所 革新知能
統合研究センター 汎用基盤技術研究グループ，理化学研究所数理創造プログラム，早稲田大学理工学術院数理科学研究所

アイシン・エィ・ダブリュ株式会社，アクサ生命保険株式会社，AGC株式会社，株式会社アルトナー，株式会社グローバルヘルスコンサルティング・ジャパン，株式会社
光電製作所，株式会社東芝，株式会社とめ研究所，株式会社ニコン，株式会社富士通研究所，株式会社三井住友銀行，株式会社三菱UFJ銀行，株式会社村田製作
所，構造計画研究所，国立研究開発法人海洋研究開発機構，国家公務員グループ（内閣官房，総務省，厚生労働省)，コマツ，ジブラルタ生命保険株式会社，新日鐵
住金株式会社，中部電力株式会社技術開発本部エネルギー応用研究所，テクノスデータサイエンス・エンジニアリング株式会社，トヨタ自動車株式会社，日本アイ・
ビー・エム株式会社東京基礎研究所，日本電気株式会社中央研究所，日本電信電話株式会社，日本ユニシス株式会社，富士通株式会社，freee株式会社，
MathWorks Japan ，マツダ株式会社，みずほ証券株式会社，三菱UFJモルガン・スタンレー証券株式会社，ヤフー株式会社，楽天技術研究所

協力企業 ・ 研究所 （五十音順） 
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ごあいさつ

日本数学会理事長

小薗 英雄

　日本数学会は、1877年に東京数学会社として創設し、1946年に現在の組織が形成され今日
に至っています。当会は国際的にみても極めて伝統のある学術団体であり、その使命は、数学研
究を振興することで学術文化の向上に寄与し社会に貢献することです。
　近年ICT、環境、エネルギー関連等の技術進展に伴い、数学の高度な知識を必要とする産業
分野が顕在化しております。日本数学会は、このような社会的潮流をうけ、学術界のみならず産
業界においても活躍できる若手数学研究者の育成を重要な任務の一つとして捉え、様々なイベン
トを開催して参りました。その一つである「数学・数理科学専攻若手研究者のための異分野・異
業種研究交流会」（研究交流会）は、若手数学研究者に、諸科学や産業において数学が多いに
活用されていること、そして産業界を含む様々な活躍できる場があることを認識してもらうことを
目的に、2014年から開催しており、今年も研究交流会2017を開催します。多くの企業や研究所
にもご協力をいただき、年々盛んになってきております。この研究交流会を機に、若手数学研究者
と産業界との双方向の交流が深まり、数学イノベーションを担う若手人材が見出されることを
願っております。
　末筆ながら、多大なご協力を賜りました35企業・研究所、日本応用数理学会、九州大学マス・
フォア・インダストリー研究所「数学アドバンストイノベーションプラットフォーム」（文部科学省
委託事業）、東京大学数物フロンティア・リーディング大学院、日本経済団体連合会の関係者の
皆様には厚く御礼申し上げます。さらには、本研究交流会の開催にあたり、会場の提供と運営に
ご尽力いただいた明治大学先端数理科学インスティチュートおよび明治大学大学院先端数理科
学研究科および関係者の皆様にも厚く御礼申し上げます。
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日本数学会社会連携協議会会長

中村 雅信

　日本数学会と産業界の関係者から構成される社会連携協議会の活動は2013年からスタート
いたしました。その翌年からは、春季の年会開催に行われる「キャリアパスセミナー」に加えて、
就職活動が円滑に行えるよう秋季に「異分野・異業種研究交流会」を実施することし、企業と若
手研究者との間で双方向の活発な情報交換が行われる場を設けました。
　研究交流会の参加する若手研究者、企業数はともに年を追うごとに着実に増加してまいりまし
た。学部生・院生・ポストドクター・助教によるポスター発表や、企業との個別相談会での産業界
との出会いを通して、参加者の方々に数学の持つ力のポテンシャルの奥深さ、幅広さへの理解、
実感が一層深まることを期待しております。数学が物事の本質を究め抽象化していく学問だから
こそ、新たな分野や革新的な技術へのチャレンジへ向き合い続けられます。
　今回から新たに「リクルートセミナー」の時間を設け、企業で活躍しておられる先輩の方から博
士課程の学生に企業が望むこと、実務研究とアカデミックの研究の違い、企業の情報をどのよう
に入手するか、どのように自己アピールするか、エントリーシートの書き方など、皆さんが直面する
就職活動の様々なテーマについてお話いただく予定です。皆さんとの活発な意見交換を期待して
おります。
　年々盛り上がる「ポスター発表」に本年も積極的な参加を期待しております。



文部科学省委託事業AIMaP（数学アドバンストイノベーションプラットホーム）幹事機関

九州大学マス・フォア・インダストリ研究所　教授

福本康秀

　近年、様々な分野において基盤をなす数学・数理科学が技術イノベーションに果たす役割に注
目が集まるようになり、高度な数学に根差した技術の活用への新たな潮流が起きています。文部
科学省委託事業「数学アドバンストイノベーションプラットフォーム(略称：AIMaP)」(2017年度
～)は、前身の「数学協働プログラム」(中核機関：統計数理研究所, 2012-2016年度) で構築さ
れた研究活動のネットワーク型基盤を受け、九州大学マス・フォア・インダストリ研究所が幹事拠
点となり、全国12の数学・数理科学機関を協力拠点としてオールジャパン体制を築いて、数学・
数理科学と諸科学分野・産業との協働を促進する仕組みを構築する活動を展開しています。
 数理科学専攻若手研究者のための異分野・異業種研究交流会は、数学・数理科学専攻の博士
課程学生をはじめとする若手研究者と、諸科学や産業界といった異分野の方々との出会いの場と
して2014年から開催されてきました。諸科学・産業分野における数学の応用、これらの分野の
問題に動機づけられた新たな数学研究の展開、および、産業界を含む様々な分野における活躍
の場の創生が本交流会の主目的です。これは、潜在する数学・数理科学へのニーズを積極的に
発掘し、その問題の解決にふさわしい数学・数理科学研究者との協働による研究を促進する仕
組みを構築する。そして、その活動を通して若手研究人材の育成を行うというAIMaPの趣旨に適
うもので、本交流会をAIMaPの重要な活動と位置づけております。
 各講演・ポスター発表は、産業界を含む異分野において必要とされている数学・数理科学の知
見とはなにかを明らかにするとともに、異分野の方々に最先端の数学研究を広く知っていただき
新たな知識交流をもたらすことを目指して行われます。本交流会を端緒として、新たな協働関係
の構築のみならず、それに基づいた双方の分野のさらなる発展がもたらされることを願ってやみま
せん。
 本交流会開催にご尽力くださった数学関係者、ご支援していただいた日本経済団体連合会、本
研究交流会にご参加いただいた企業・研究所の皆様、協力研究機関および若手研究者の方々や
学生諸君に、この場をお借りしまして深く感謝申し上げます。

4

ごあいさつ



Yahoo! JAPANにおけるデータ利活用と数理科学

Yahoo! JAPAN研究所 所長

田島 玲 氏

概　　要

題　　目

　Web業界では、サービスの提供とともに日々大量のデータが生みだされており、それを最先端の技術と組み合
わせてサービスに活かすことが価値向上の原動力となっています。本講演では、Yahoo! JAPANがこうした領域
にどのように取り組みサービスに活用しているのかについて、いわゆる人工知能領域や数理科学の応用にもふれ
つつ技術解説や事例を交えて紹介します。
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基調講演
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♦ ♦ ♦

(1)
(2)
(3)
(4) Analysis of singular regions in learning of
three-layer perceptrons
(5) We study the supervised learning of a three-
layer perceptron with the gradient method. Fuku-
mizu and Amari found that a one-dimensional sin-
gular region in the parameter space called a Milnor-
like attractor may cause a noticeable slowdown of
learning. Amari et al. further carried out insight-
ful analyses of the dynamical system for learning,
although they are based on an ad hoc assumption.
Here we explore rigorous analysis of the dynamical
system using the centre manifold theory, provid-
ing a proper interpretation of Amari et al. s work.
Our results are also supported by numerical simu-
lations.
(6) machine learning perceptrons gradient
method dynamical systems Milnor-like attrac-
tors centre manifold

—————————–

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)

Euler-

(6)

—————————–
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(5)

(6)
MpCN

♦ ♦ ♦

(1)
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(4) SU−1(2) Kac-Paljutkin

(5) Kac-Paljutkin
Hopf 1960

Kac-Paljutkin SU−1(2)
Hopf

graded twist Hopf
Kac-Paljutkin

(6)

概　要
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♦ ♦ ♦
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(6)

—————————–

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)

(6)

—————————–

(1)
(2)
(3)

(4) On the Cauchy problem for the Zakharov type
system
(5) Zakharov

Zakharov
Ginibre-Tsutsumi-

Velo(1997) Zakharov

Barros-Linares(2015)

Fourier

(6)
Fourier

—————————–

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)

-

(6)

—————————–

(1) Fevre Mathieu ( )
(2)
(3) 1
(4) Compressed sensing in bi partites and multi par-
tites.
(5) Compressed sensing is a technique that allows
to recover a signal (represented by a vector) from
a low number of measurements on that signal, by
finding solutions to an underdetermined linear sys-
tem. It requires the signal to be sparse. Matrix
completion, is the analog of compressed sensing in
bi-partite. Under some conditions of low rank and
incoherence property, it allows to recover a matrix
from a sampling of its entries. We present those re-
sults and algorithms that computationnally recover
the signal in one partite, or the completed matrix in
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bi partite. Moreover, we present an idea of gener-
alization in tri-partites and multi-partites.
(6) Compressed sensing, Matrix completion

♦ ♦ ♦

(1) ( )
(2)
(3)
(4)

(5) IoT
.

,
,

,
.

.
Autoencoder

, UMAP,
,

.
,

99%
.

(6)

—————————–

(1)
(2)
(3) 1
(4) New Performance Index Attractiveness Factor

for Evaluating Website via Obtaining Transition
of Users Interests
(5) Attractiveness Factor can measure how
much contents keep users intension by focus-
ing on that users’ dwell time distribution follows
mixture Weibull distribution. It is the first in-
dex focusing on users’ dwell time distribution by
utilizing Weibull distribution. To obtain mixture
Weibull distribution, we identify users’ member-
ship to each cluster. We invented new clustering
method that expresses users’ changeable interests
during browsing by solving Nonnegative Matrix
Factorization and constrained network flow prob-
lems. The effectiveness and potential of Attrac-
tiveness Factor was guaranteed by numerical ex-
periments with real access data of Yahoo! JAPAN
news.

(6) web analytics Weibull distribution network
flow problem nonnegative matrix factorization
linear programming problem

—————————–

(1) Maneka Oshadi Pallewatta

(2) Graduate School of Mathematics, Kyushu Uni-
versity
(3)
(4) Certain sums of Mordell-Tornheim zeta values
(5) The multiple zeta values are real numbers stud-
ied by many people in different fields. The sum
formulas are considered as one of the most famous
relations among multiple zeta values. In our re-
search, we study a slightly different type of sums
known as Mordell-Tornheim zeta values. Mordell-
Tornheim zeta values can be expressed as a rational
linear combination of multiple zeta values. In our
research, we prove new sum formulas for Mordell-
Tornheim zeta values in the case of depth 2 and
3, expressing the sums as single multiples of Rie-
mann zeta values. Also, we obtain weighted sum
formulas for double Mordell-Tornheim zeta val-
ues. Moreover, we present a sum formula for the
Mordell-Tornheim series of even arguments.
(6) Mordell-Tornheim zeta values Multiple zeta
values Riemann zeta values Sum formulas

—————————–

(1)
(2)
(3)
(4) Mobility Optimization on Cyber Physical Sys-
tem via Multiple Object Tracking and Mathemati-
cal Programming
(5) Cyber-physical systems (CPSs) are attracting
attention from a number of industries, including
social infrastructure, manufacturing, retail, among
others. We can easily gather big datasets of people
and transportation movements by utilizing camera
and sensor technologies, and create new industrial
applications by optimizing and simulating social
mobility in the cyberspace. In this research, we
develop the system which automatically performs
a series of processes, including object detection,
multiple object tracking, and mobility optimiza-
tion. Our major contributions are remarkable per-
formance improvement of multiple object tracking
and building the new mobility optimization engine.
(6) cyber-physical system mobility multiple ob-
ject tracking satisfiability problem integer pro-
gramming
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—————————–

(1) Akshay Goel
(2)
(3)
(4) Random C̆ech complexes in the thermodynamic
regime
(5) We establish the strong law of large num-
bers for Betti numbers of random C̆ech complexes
built on RN-valued binomial point processes and
related Poisson point processes in the thermody-
namic regime. Here, we consider both the case
where the underlying distribution of the point pro-
cesses is absolutely continuous with respect to the
Lebesgue measure on RN and the case where it is
supported on a C1 compact manifold of dimension
strictly less than N. The strong law is proved under
very mild assumption, which only requires that the
common probability density function belongs to Lp

spaces, for all 1 ≤ p < ∞.
(6) Betti numbers random C̆ech complexes ther-
modynamic regime strong law of large numbers
manifolds

—————————–
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(4) Mixed mock modular form 2

(5) Modular form

Fourier
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mock modular form( MMMF)
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MMMF 2 1
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1 MMMF Fourier

(6) mixed mock modular form

—————————–

(1) ( )
(2)
(3)
(4) Convex property of Wulff shapes and regularity
of their convex integrands

(5)

Wulff shape

Wulff shape
(Facet)

Wulff shape Facet
Wulff shape Facet ( )

convex integrand( )
( )

(6) Wulff shape
Facet

♦ ♦ ♦

(1)
(2)

(3)
(4) B

(5)

A B

MCMC

(6) MCMC

—————————–

(1)
(2)

(3)
(4)

白井
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(5) 2

1952

2

(6)

—————————–

(1)
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(3)
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(6)

♦ ♦ ♦

(1)
(2)
(3)
(4) A unique pair of triangles
(5)

1

Chabauty-Coleman
1980

MAGMA

(6) Chabauty-Coleman

—————————–

(1)
(2)
(3)
(4) C∗

(5) , C∗

C∗ .
C∗ C∗ ,

C∗ C∗

.
, C∗

.
(6)

♦ ♦ ♦

(1) Atia Afroz
(2) Department of Mathematics of Saitama Univer-
sity
(3)
(4) Bifurcation and hysteresis sets of Euler buck-
ling problem, revisited
(5) M. Golubitsky and D. Schaeffer considered the
modified version of Euler Buckling problem and
minimze the problem by variational formulation
and showed versal unfoldings of the original prob-
lem. We want to apply their criterion of versal-
ity, so we need to ensure the smoothness (C∞)
of the problem. Smoothness allows us to apply
Lyapunov-Schmidt reduction to reduce the bifur-
cation equation. We discuss the smoothness of the
problem and derive the equation of bifurcation set
B and hysteresis set H up to order 3. From several
numerical results, we draw approximations of B



11

and H under suitable set-up and observe the change
of B and H.
(6) Sobolev space versal unfolding bifurcation
set hysteresis set

—————————–
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travel groupoid
travel groupoid

( )

(6) ( )
Travel groupoid
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♦ ♦ ♦

(1)
(2)
(3) ( )
(4)

(5)

(6)

—————————–

(1)
(2)
(3)
(4)

(5)
Freidlin-Wentzell Ishii-Sougainidis

1

(6)

—————————–

(1)
(2)
(3)
(4) 1

(5)

(6)

♦ ♦ ♦

(1)
(2)
(3)
(4) Robin Pois-
son Nitsche
(5)

Nitsche
Robin

Poisson Nitsche

(6) Nitsche

—————————–

(1)
(2)
(3)
(4)

(5)

L2 L∞

(6)

—————————–
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(1)
(2)
(3)
(4) penalized least squares approximation methods
(5)

penalized LSA
penalized

LSA
PO

(6)

—————————–

(1)
(2)
(3)
(4) G2 ADM
(5) ADM 3+1 Einstein

3 M Riemann
Hamilton

ADM Hamilton
G2 7

Ricci
Hamilton
(6) Einstein ADM Hamilton

—————————–

(1)
(2)
(3)
(4) Cauchy Noise Loss for Parameter Estimation of
Random Matrix Models
(5) For random matrix models, the parameter es-
timation based on L2 loss is not straightforward
when there is only one sample matrix. We intro-
duce a new parameter estimation method which
works even in such a case. It is based on the spec-
tral distribution perturbed by Cauchy noises, which
is approximated by a smooth and accessible den-
sity function. In addition, we propose a new di-
mensionality recovery method for the signal-plus-
noise model, and demonstrate that it recovers the
true rank even for non -low-rank situation. It is a
simultaneous rank selection and parameter estima-
tion procedure.

(6) Random Matrix Free Probability Theory
Stochastic Optimization Cauchy Distribution
Dimensionality Recovery Rank Estimation

—————————–

(1)
(2)
(3)
(4) Justification of Derivation of the Primitive
Equations from the Navier-Stokes Equations
(5)

( )

Navier-Stokes

(6) the primitive equations the Navier-Stokes
equations hydrostatic approximation justifica-
tion fluid dynamics

♦ ♦ ♦

(1)
(2)
(3)
(4) 16

(5)

16

2 2

8T17
2 ray class field

(6)
L 2

♦ ♦ ♦
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(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

—————————–

(1)

(2)

(3)

(4) Asymptotically Decoupling and Mixing Prop-
erties in Quantum System

(5) I talk about important properties for quantum
channels. These properties are, for example, er-
godic and mixing properties. Here the ergodicity is
defined as the convergence of the long time average
state and the mixing property is defined as the com-
bination of the ergodicity and aperiodicity. This
presentation provides a new relation between the
ergodic and mixing properties. It is useful to deter-
mine whether a given quantum channel is mixing
or not, because it can be checked by solving a sys-
tem of linear equations.

(6) quantum system quantum channel tensor
product ergodic mixing asymptotically decou-
pling

—————————–

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)
APG(Arithmetic Progressions’ Game)

2 (i) 3
(ii) 4

van der
Waerden

APG
APG

(6) van der
Waerden

—————————–

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)

3 4
N

(6)

♦ ♦ ♦

(1)

(2) ( )
( )

( )
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(3) ( )
(4)

(5) ,

. ,

.

,

.

,
.

(6)

♦ ♦ ♦

(1) Albert Rodrı́guez Mulet

(2)
(3)
(4)
(5)

0

(6)

—————————–

(1)
(2)
(3)
(4)

(5) ,

. ,
,

, .
, ,

.
, ,

Burgers

. ,
,

, .
(6)

—————————–

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)

( )
(

)

(6)

—————————–

(1)
(2)
(3)
(4) Pfaffian system of confluent hypergeometric
functions of two variables
(5) We study Pfaffian systems of confluent hyper-
geometric functions of two variables with rank 3,
by using rational twisted cohomology groups as-
sociated with Euler type integral representations of
them. We give bases of the cohomology groups,
whose intersection matrices depend only on param-
eters. Each connection matrix of our Pfaffian sys-
tems admits a decomposition into five parts, each
of which is the product of a constant matrix and a
rational 1-form on the space of variables.
(6) Pfaffian system confluent hypergeometric
function intersection form.



16

—————————–

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)

( )
. ,

Haagerup, Musat completely depolarizing

,
von Neumann Connes

.
, Completely depolarizing

.
(6) Completely depolarizing

Connes

—————————–

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)

(6)

♦ ♦ ♦

(1)
(2)

(3)
(4)

(5)
( )

(6)

—————————–

(1)
(2)

(3)
(4)

(5)

(6)

—————————–

(1)
(2)

(3)
(4) ,

(5)
,

.

Perkins (2006)

, Hunchback Kruppel 6
, giant, knirps 25 .

, Gregor (2005)
Stokes

,
.

(6)



17

—————————–

(1)
(2)
(3)
(4)

(5) (BA
)

BA
BA

BA

BA graphon

(6)
Graphon

—————————–

(1)
(2)

(3)
(4) (HeLa)

(5) (HeLa)

(HeLa)

GLUT

(6) (HeLa)

—————————–

(1)
(2)

(3) D
(4) 2
(5)

(6)

♦ ♦ ♦

(1)

(2) AIP/
AIP NII

AIP=
NII=
(3)

(4) Finding Cheeger Cuts in Hypergraphs via Heat
Equation
(5) ,

. , Cheeger
. ,

,
,

. Cheeger

,

,
.

.
(6)
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—————————–

(1)
(2)
(3)
(4) Goussarov-Polyak-Viro

(5) ( )

Goussarov
Polyak Viro

(6)

—————————–

(1)
(2)
(3)
(4) Hilbert

(5)

Kawahara-Koopman

Kawahara-Koopman

(6)

♦ ♦ ♦

(1)
(2)
(3)
(4)

(5)

(Survival En-
ergy, SE)

(Survival Energy
Model, SEM)

(6)

—————————–

(1)
(2)

(3)
(4) Einstein

(5) Einstein

Crank-Nicolson

(6) Einstein

—————————–

(1)
(2)

(3)
(4)

(5)



19

Runge-Kutta

(6) Fitting ODE Derivative approximation meth-
ods Least squares method Adams’s method La-
grange interpolation

♦ ♦ ♦

(1)
(2)
(3)
(4) D
(5)

Hirzebruch
chiral de Rham complex

gerbe

(6) gerbe chiral differential op-
erator Chern class OPE

♦ ♦ ♦



152
学生食堂
Cafeteria

152
売店
Store

アトリウム
Atrium

低層階エレベーター
Low-Rize Wing Elevator

正面入口
Main Entrance

学生インフォメーションセンター
Student Information Center

テラス
Terrace

この建物は全館禁煙です

18：30 ～ 20：00     表彰式・情報交換会 （会費制）

会費 ： 学    生  1000円
　　    社会人  3000円

正面入口より右手の低層棟エレベーターで5階

受付 ： 5階ホール前

116
防災センター
Disaster Control

Center

1F
第3部会場（学生食堂）

会　場
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551
ホール
Hall

テラス

プレゼンスペース
Presentation Area

クロスフィールドラウンジ

ホワイエ
Foyer

516
教室

501
教室

502
教室

503
教室

504
教室

505
教室

506
教室

507
教室

508
教室

509
教室

510
教室

511
教室

512
教室

601
研究

セミナー室1

602
研究

セミナー室2

603
研究

セミナー室3

513
教室

514
教室

515
教室

5F

6F

第1部会場 （ホール）

第2部会場 （教室）

10：00-10：15 開会挨拶
来賓挨拶
基調講演

10：15-10：20
10：20-11：00

協力企業・研究所紹介（1）11：00-12：00
協力企業・研究所紹介（2）13：00-14：00

12：00-13：00

第2部会場 （プレゼンスぺース）

個別交流会16：00-18：00

ポスター発表14：15-16：00

リクルートセミナー（508教室）
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